
あ
れ
は
確
か
、
彫
刻
家
の
高
校
の
級
友
の
高
嶋
文
彦
君

を
モ
デ
ル
に
し
た
安
曇
野
舞
台
の
作
品
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」

の
初
校
ゲ
ラ
の
修
正
稿
を
文
芸
社
編
集
部
に
返
送
し
、

再
校
ゲ
ラ
と
表
紙
案
を
待
っ
て
い
た
頃
で
あ
ろ
う
か
。

十
月
十
三
日
、
「え
ぞ
う
ぷ
」
元
同
人
で
ネ
ッ
ト
仲
間
の
ア

ン
ク
ル
こ
と
高
橋
昭
一
君
か
ら
、
電
話
の
誘
い
が
に
入
っ
た
。

「
豊
田
市
か
ら
来
る
シ
ニ
ヤ
ナ
ビ
の
メ
ン
バ
ー
と
、
安
曇

野
で
オ
フ
会
を
す
る
が
・
・
参
加
し
に
来
な
い
か
？
」

高
橋
君
に
は
、
同
著
執
筆
の
際
、
七
月
の
現
地
取
材
で
は

大
変
世
話
に
な
っ
て
い
た
。
安
曇
野
と
聞
い
て
誘
惑
に
駆
ら

れ
た
が
、
即
答
を
避
け
た
。
と
い
う
の
も
、
第
二
弾
出
版
の

最
終
段
階
だ
っ
た
の
で
、
後
の
作
業
を
心
配
し
た
か
ら
で
あ

る
。
で
も
翌
日
、
彼
の
メ
ー
ル
案
内
を
み
て
、
一
泊
二
日
の

オ
フ
会
に
同
道
す
る
旨
の
返
事
を
し
た
。

豊
田
市
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
、
同
じ
シ
ニ
ア
ナ
ビ
所
属
で
あ

る
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
遣
り
取
り
で
安
曇
野
案
内
を
請
わ
れ
た
由
、

電
話
で
話
し
た
が
顔
は
知
ら
な
い
と
の
こ
と
。
開
設
し
て
い
る

Ｈ
Ｐ
を
参
考
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
文
面
で
あ
っ
た
。

今
回
の
安
曇
野
巡
り
最
大
の
収
穫
は
、
今
迄
訪
れ
た
こ

と
も
な
い
「
大
熊
美
術
館
」と
二
つ
の
工
房
で
あ
っ
た
。

通
常
の
安
曇
野
巡
り
と
言
え
ば
、
ち
ひ
ろ
美
術
館
や
碌

山
館
、
硝
子
工
芸
品
の
ア
ー
ト
ヒ
ル
ズ
、
大
王
わ
さ
び
農

園
等
の
観
光
ル
ー
ト
の
有
名
所
巡
り
が
せ
い
ぜ
い
あ
る
が
、

今
回
は
友
案
内
で
新
た
な
発
見
を
し
た
の
で
あ
る
。

世
界
最
古
の
王
室
を
誇
り
、
童
話
の
父
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
故
郷
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
。
そ
こ
に
世
界
的
な
陶
器
ブ

ラ
ン
ド
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
陶
磁
器
が
あ
る
と
い

う
。
雑
木
林
の
道
を
曲
が
り
、
安
曇
野
文
庫
と
い
う
喫

茶
店
に
隣
接
し
て
「
大
熊
美
術
館
」
が
あ
っ
た
。
入
場
料

は
八
百
円
で
あ
っ
た
が
、
支
払
お
う
と
す
る
と
誰
も
居

な
い
。
ベ
ル
を
押
し
て
待
つ
こ
と
五
分
。
悠
長
な
安
曇
野
の

気
が
漂
う
中
「ス
ミ
マ
セ
ン
！
か
た
付
け
も
の
を
し
て
い
て
・・」

気
品
あ
る
白
髪
の
婦
人
が
登
場
し
た
。

私
設
の
同
美
術
館
の
約
五
百
点
を
越
え
る
所
蔵
品
は
、

正
に
見
事
の
一
言
で
、
膨
大
な
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

陶
磁
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
部
屋
は
二
室
あ
っ

て
、
一
つ
は
独
特
の
プ
レ
ー
ト
類
を
飾
る
青
の
陶
磁
器
の

部
屋
、
も
う
一
つ
は
十
八
世
紀
の
銅
板
植
物
図
鑑
を
元

絵
に
し
て
描
い
た
彩
色
の
皿
、
歴
史
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
青

の
磁
器
と
言
え
ば
、
中
国
宋
の
時
代
や
日
本
の
伊
万
里

焼
の
青
磁
の
壷
や
茶
道
具
を
観
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う

し
た
青
と
一
味
異
な
る
、
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
、
プ
レ
ー
ト
や
人
物
や
動
物
の
置
物
類
で
あ
っ
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
・コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
窯
は
一
七
七
五
年
に
デ
ン
マ
ー

ク
の
王
室
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
マ
リ
ー
皇
太
后
の
援
助
の
下
に
創

設
さ
れ
、
王
国
と
そ
の
領
地
内
で
使
用
さ
れ
る
陶
磁
器
を

制
作
す
る
特
権
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
言
わ
ば
、
デ
ン
マ
ー

ク
王
室
御
用
達
の
窯
業
場
で
あ
る
。
同
館
で
、
更
に
美
術
館

所
蔵
の
東
山
魁
夷
の
初
期
の
作
品
（
本
名
東
山
新
吉)

鑑
賞

ま
で
で
き
た
の
で
あ
る
。
「
北
欧
紀
行
」
リ
ト
グ
ラ
フ
等
、
お

よ
そ
東
山
魁
夷
の
「
赤
冨
士
」
等
晩
年
の
作
品
と
は
似
て

も
似
つ
か
ぬ
貴
重
な
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
美
術
館
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
一
体
ど
う
ゆ
う
素
性
の
人

で
あ
ろ
う
か
と
、
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
、
再
度
気
品
あ
る

白
髪
の
婦
人
か
ら
話
し
を
請
う
た
。
婦
人
は
嫌
な
顔
一
つ
せ

ず
、
隣
の
喫
茶
店
か
ら
態
々
姿
を
現
し
、
我
々
素
人
の
為
に

時
間
を
掛
け
て
解
説
ま
で
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

初
め
て
訪
れ
た
安
曇
野
の
山
麓
線
沿
い
に
あ
る
、
ビ
ン

サ
ン
チ
、
夢
工
房
、
こ
の
二
つ
の
独
特
の
工
房
に
も
惹
か

れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
山
麓
線
と
は
、
安
曇
野
の
西
側
の

風
情
の
あ
る
雑
木
林
に
囲
ま
れ
た
道
だ
っ
た
。

先
ず
ビ
ン
サ
ン
チ
と
は
、
北
山
敏(V

in

）・早
苗(S

an
)

の
夫

婦
二
人
が
自
宅
で
始
め
た
、
元
々
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク(

Ｃ
Ｇ)

の
ア
ト
リ
エ
工
房
で
あ
る
と
い
う
。
開
館
は
土
日
・

祭
日
で
あ
っ
た
が
、
婦
人
が
県
議
に
当
選
し
た
こ
と
に
よ
り
、

日
曜
日
し
か
開
館
で
き
な
く
な
っ
た
由
。
動
向
の
女
性
陣

を
釘
付
け
に
し
た
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
工
芸
小
物
類
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
「森
の
ア
ト
リ
エ
」と
称
す
る
、
流
木
で
作
っ

た
置
物
の
あ
る
散
歩
道
に
、
夫
婦
二
人
の
生
活
振
り
が
偲

ば
れ
た
。<

森
に
二
人
だ
け
で
住
ん
で
喧
嘩
し
な
い
の
だ
ろ

う
か
？>

動
向
女
性
陣
は
、
日
頃
の
我
家
の
生
活
を
思
い

を
は
せ
な
が
ら
心
配
し
、
口
々
に
疑
問
を
呈
し
て
い
た
。

次
の
夢
工
房
バ
ー
ド
ソ
ン
グ
は
、
岐
阜
県
生
ま
れ
の
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
小
林
千
登
志
が
安
曇
野
に
移
り
住
ん
で
始
め

た
、
森
の
野
鳥
や
小
動
物
の
カ
ー
ビ
ン
グ
の
工
房
で
あ
っ
た
。

小
林
オ
ー
ナ
ー
は
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
映
画
や
本
の
イ

メ
ー
ジ
が
日
本
に
到
来
す
る
前
か
ら
、
梟

(

コ
ノ
ハ
ズ
ク)

み
み
ず
く

の
シ
リ
ー
ズ
作
品
を
沢
山
手
掛
け
て
い
た
。
髭
が
お
似
合

い
で
、
本
人
を
模
し
た
人
形
が
傍
ら
に
置
い
て
あ
っ
た
。

雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
の
山
麓
、
安
曇
野
に
は
沢
山
の
も

の
を
つ
く
る
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

で
構
成
す
る
、
独
特
の
安
曇
野
ス
タ
イ
ル
が
、
山
麓
線
沿

い
に
誕
生
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
工
房
に
関
与
す
る
人
々

は
必
ず
し
も
、
安
曇
野
生
ま
れ
の
人
で
は
な
い
。
何
か
の

機
会
で
、
こ
こ
を
訪
れ
て
安
曇
野
の
良
さ
に
惹
か
れ
て
定

住
の
地
に
定
め
た
人
々
も
少
な
く
な
い
と
聞
く
。

今
回
の
「
え
ぞ
う
ぷ
」
元
同
人
の
友
が
誘
っ
て
、
車
で
案

内
し
て
く
れ
た
オ
フ
会
は
、
池
田
町
大
嶺
高
原
の
紅
葉
す

る
大
楓
に
も
出
会
え
た
新
た
な
発
見
の
旅
で
あ
っ
た
。

泊
ま
り
は
、
燕
岳
の
麓
に
あ
る
中
房
温
泉
か
ら
１
９

も
の
距
離
を
引
き
湯
を
し
て
い
た
、
「
蔵
」
と
い
う
穂
高

町
の
宿
で
総
檜
風
呂
を
満
喫
し
た
旅
で
も
あ
っ
た
。了

- 1 -

安
曇
野
随
想
録-

Ⅲ

-

平
成
十
七
年
十
一
月
十
五
日-

小
美
術
館
と

工
房
巡
り

た
な
か
踏
基


